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研究成果の概要： 
本研究では，①教授法の開発，②教育コンテンツの開発，③教育のためのシステム設計，④
諸学問への応用，⑤社会への普及方法，という 5つのサブテーマを設定し，全国の大学に導入
されうる汎用性の高い GIS 教育を目指すべく，研究を進めた．地理情報科学に関する
e-learning システム，WebGIS ならびに GIS ソフトウェアの開発，地理情報データベ
ース，地理情報ポータルサイトの構築などを通じて,GIS の効果的な教授法を探った． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 16,700,000 5,010,000 21,710,000 
２００６年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000 
２００７年度 7,700,000 2,310,000 10,010,000 
２００８年度 6,600,000 1,980,000 8,580,000 
  年度  
総 計 38,100,000 11,430,000 49,530,000 
 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：人文地理学・人文地理学 
キーワード：地理情報科学，教授法，GIS，大学，教育，カリキュラム，教育コンテンツ，地理
情報 
 
１． 研究開始当初の背景 
地理情報科学（GIS）は，地理学や都市工
学，情報学から生態学，資源管理，政策科学，
考古学などを包含し，幅広い分野横断的な学
問として急速に進化を遂げている．この新し
い分野を推進するには，地理学はもとより，
社会工学，都市・地域計画学，地図学，地誌
学，測量学，情報科学，認知科学など隣接諸
分野が連携を強化し，効果的な教授法の確立
に努めることが大切である． 
米国や英国の大学では，1990 年代以降，地
理学科を中心に GIS の講座が設置され，充実
したカリキュラムが組まれるようになった． 
GIS の教育用ソフトウェア，コアカリキュラ
ム，教材，概説書が作成され，ワークショッ
プやセミナーなども積極的に開催されるな
ど，GIS の普及と啓蒙が盛んに行われるよう
になった． 
一方，わが国でも，GIS 教育に対するニーズ
が高まり，大学でも GIS の科目を新設する学
部が増えている．しかし残念ながらそれを支
援する体制が未だ十分に整っていないのが
実状である．日本製の GIS ソフトウェアは数
少なく，テキストも数えるほどしか出版され
ていない．GIS 教育の体系化は直ちに取り組
むべき喫緊の課題といっても過言ではない．
組織的な研究の推進が待たれるが，その際，
進んだ欧米の成果を単に受容し模倣するだ
けではうまくいかない．日本と欧米では文化
や都市構造，自然環境，そして都市・地域計
画のあり方も異なり，欧米の GIS 教育とは一
線を画する日本独自の枠組みと発想が欠か
せない． 
 
２． 研究の目的 
以上の状況をふまえ，本研究では，GIS の
科学としての理論的枠組みを提示し，地理情
報科学の諸学問への応用方法を確立するこ
とを課題とした．大学の学部教育では，講義
に加え，演習，実習，野外調査などを有機的
に結びつけることが重要であり，このプロジ
ェクトでは広い視野にたって GIS教育のあり
方を論議した． 
 
３．研究の方法 
調査研究を実際に遂行するにあたり，①教
授法の開発，②教育コンテンツの開発，③教
育のためのシステム設計，④諸学問への応用，
⑤社会への普及方法，という 5つのサブテー
マを定め，全国の大学に導入されうる汎用性
の高い GIS教育を目指すべく，研究を進めた． 
筑波大学に所属する研究者は定期的に会
合（2 ヶ月に 1 回）を持ち，研究課題を共有
しながら組織的に実践的研究を進めた．具体
的には，ArcGIS のキャンパスライセンスを取
得し，全学的に学生も教員も自由に GIS を使
える環境を構築し，これをプラットホームに
GIS 教育の実証実験をおこなった．学外のメ
ンバーは，それぞれの大学における GIS 教育
環境を踏まえ，実践研究を推進した． 
また，GIS 教育の先進地域である，アメリ
カ合衆国の MIT とメリーランド大学の GIS 教
育を参考にするため，2 人のアメリカ人教授
を連携研究者に迎え，アドバイスを受けた．
北米における先端的 GIS教育について実態を
サーベイし，それをわが国の GIS 教育にいか
に取り込めるかを検討した． 
 
４．研究成果 
 GIS の教授法を確立し，それを効果的に推
進しうる教材を開発し実証実験を行った．
WebGIS に 関 し て は ， Tsukuba Walkable 
EnvironmentGIS，歴史統計インターネット
GIS，明治期府県別統計 WebGIS，行政区画変
遷 WebGIS,交通流動の WebGIS，人口移動 
WebGIS，地理教育用 WebGIS，環境教育用 
WebGIS，地球環境教育 WebGIS，マレーシアの
人口統計地図，つくば市 WebGIS，茨城県南地
域 簡易 Web-GIS などの開発を進め，その有
効性を検証した．また，GIS のソフトウェア
については，空間データ分析マシン（SDAM），
フィールドワーク GIS ステーション，UM 
FieldGIS，PopShapeGIS，SANET などを完成さ
せ，実際の授業でそれらの有用性を確認した． 
筑波大学では，GIS に関する情報交換を目
的に，教授法科研メンバーが中心となって
「筑波大学 GIS 研究教育コンソーシアム」
（2008 年 7月）を立ち上げた．全学各分野か
ら多くの賛同が得られ，地理学，社会工学，
コンピュータ科学，環境学，社会医学，歴史
学，衛星画像工学，教育学をはじめ 50 人近
くが参加することになった．以下の４点を主
要タスクに掲げ活動を開始し現在に至って
いる．(1)情報発信 入学希望者，在学生，
研究者に対して， GIS に関する研究プロジェ
クト・研究室および研究者・ソフトウェアや
ハードウェアなどの研究設備・GIS に関する
カリキュラムや取得できる資格等の情報を
提供する．(2)教育研究活動の支援 地理情
報，空間情報の紹介，収集，提供，また空間
情報データベースの作成により研究教育活
動を支援する．さらに ArcGIS サイトライセ
ンスをはじめ，GIS ソフトウェアの入手方法，
使用方法について解説するとともに，
E-Learning 等による学習支援，学習情報の提
供を行う．(3)情報交換・交流の場の提供 研
究会，フォーラム，交流会，シンポジウム，
懇親会等の開催により，異なる学問分野を専
攻する研究者間の交流を図る．(4)社会貢献 
市民向けのイベント，フォーラム等を通じて，
地理情報科学の認知度を向上させ，地域社会
への情報発信，市民参加を促進する． 
最終年度には，専用に設置したウェブ
ページにおいて本研究の成果を随時参
照あるいはダウンロードできる体制を
整える一方，それらをとりまとめ CD-ROM
化を行った．この CD-ROM は，研究成果
を網羅した研究成果報告および参考資
料，前述の e-learning システム，開発
された WebGIS ならびに GIS ソフトウェ
アの収録，地理情報データベース，地理
情報ポータルサイトとしての筑波大学
Geography Network の利用方法などから
構成され，冊子体の研究成果報告書に添
付して，全国の主要な地理情報科学関連
の大学研究室，研究所等へ配布した． 
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